20121111　1部礼拝
戻った放蕩息子(ルカ15:11-32)
　皆さんが気づいていなくても、感じていなくても「私は幸い、あなたも幸い」というのは事実です。皆さんは神のもとに戻って来られイエス・キリストを救い主として心から信じて受け入れた方々なので、すでに幸いな人であり、幸いな人生に間違いありません。礼拝はその証であり、それをもう一度確認する場でもあります。そうならば、礼拝をとおして神さまはその幸いな人、幸いな人生としての上からの恵みと力を与えられるはずです。ですから、それを期待しつつ主を見上げるときが礼拝のときです。礼拝にぜひ恵まれて祝福され成功していただきたいと思います。
　
昔、私たちは今日の聖書に出ている放蕩息子のような存在でした。「いや、私はわりと穏やかに生きてきました」と思う方もいらっしゃるかもしません。でも聖書にはこう書いてあります。「義人はいない。一人もいない。すべての人は罪を犯した」と。それには人間的な外見的ないろいろな違いがあるとしても、根本的には皆同じです。それにもかかわらず、今は幸いな人になりました。そのことをもう一度約束として確認していただきたいと思います。
今、イエスさまは弟子たち、またそれを警戒してあざ笑って非難しているパリサイ人やユダヤ人の間でメッセージをし続けていらっしゃいます。その流れの中で先週もお話しました同じ流れの中でもう一つのたとえ話をおっしゃいました。それがとても有名な放蕩息子のお話です。ある裕福な家庭がありました。そこに二人の息子がいました。長男はとてもまじめな人間で親思いの人だったようです。次男はそれとは正反対で自分のことしかわかっていない、家庭や親などは見向きもしない、気にもしない人だったようです。その次男坊がある日、まだお父さんがピンピンと生きているのに「もしお父さんが死んだらその財産の半分は遺産として私のものでしょう。それをその時まで待たないで私はもう飽きてこの家から出たいので先に前借してその遺産の半分を私にちょうだい」と言いました。親から見ると、まだいつ死ぬかわからないし、いつ人生終わるかわからない。今一生懸命仕事をしている親なのに、その親の前でこれは言うべきことではないでしょう。まったく不良そのものです。どういうわけなのか親はその話をそっくり受け入れて、財産の半分に当たるお金を彼に渡しました。すると、彼は当然、貰うべきものを貰ったという思いでその財産をポケットに入れ、ルンルンしながら家を出てしまいました。もう二度とこんな家には戻らないというつもりで出てしまいました。出て行ったらもう自由で、今まで小さな世界にいた者が外の世界に出てみるとものすごく楽しいし、遊ぶところもいっぱいあるし、新しい発見もいっぱいありました。それで興奮して、お金はたくさんあるのでお金を惜しまず旅にもいっぱい使いました。だいたい、この話を見るとそのお金の使い方というものが激しい使い方であって、遊ぶのにほとんど使うようになったと書いてあります。お酒を飲んだりゲームをしたり、特に夜の遊女との遊びなどに明け暮れてどんどんお金を使っていました。でもお金はまだいっぱいあるからとお金をたくさん使いました。お金のある者にはそのお金目当てで人が集まります。それもこの人は馬鹿だから、お金目当てで自分の方に集まってきて良くしてくれるということにも気づかないで、「家でもこんな待遇を受けたことがないのに社会に出るといいな。お金があるのはいいな。仲間もいっぱいだ」とたくさん遊んでいました。ある日、突然、ATMからお金を下ろそうとしたら残高が０になってびっくりしました。まだまだ、ずっとあると思っていたのに０なのです。このときに初めて怖くなり、食べ物に困るようになりました。それから、今まで仲良くし「あなたが最高だよ」といつも寄ってきていた人々はいつのまにか全部、その人の前から消えていなくなってしまいました。この世の中はそういうところです。彼は初めてそのようなことを実感し冷たい世の風に当たるようになります。今日、食べ物がないので「どうしようか」と何かの仕事、バイトに入りました。あまり仕事をした経験もないし、よい仕事は与えられません。それでやっと就職できたのが豚の世話をする仕事、バイトが空いていてそこに入りました。イスラエルの人は豚の世話と言うのは一番やってはいけない、もう仕方がなくやる、そういう仕事でした。一番下っ端の汚い仕事、仕事の内容が汚いというのもありますが、「豚の世話をする」の「豚」がどういう意味を持つのか何かがあって、とにかく豚と関わるというのは一番、最悪の仕事となっていました。でも食べないといけないのでその仕事に入りました。それで、あまりにもお腹がすいてその豚のえさを食べるほど緊迫した、追い詰められた状況になりました。彼はそこでふと我に返ってよく考えました。このままずっと続くとなってもこれ以上よくなることもないし、いつ飢え死になるかもわからない。それならば、私の家、父親の元なら食べ物には困らないのではないか。よく考えてみると家に戻るつもりもなかったし、今は戻ることもできません。自分がしでかしてきたこともあるし、行っても受け入れられないと確実に思っているわけですから。それでも悩んで悩んだ末、どちらにしても死ぬのは同じだから、死ぬ覚悟でとにかく家に戻ろうと心から決心しました。そうしながら、自分で一人セリフを覚えたのが今日の箇所です。家に戻っても本当は戻る資格などない。けれどもお願いしようではないか。「お父さん。私は神様に対してもお父さんに対しても罪を犯しました。私はだめな人間です。お父さんと呼ぶ資格もありません。だから、もうこれでおしまいになっても仕方がない、当然な者です。だめな者です。でも、もし許されるのであれば雇人として、バイト、従業人としてでもよいから私を雇って、とにかく命を維持することができるようにしてください」と言えば、もしかしたら受け入れられるかもしれないし、そうでなくてもそれで仕方がないという思いで、そう言おうと思って家に戻りました。だから、頭と心の中にもう暗いものがいっぱいあったでしょう。自分でやってきたことがありますから。イエスさまはこのたとえ話をされました。なぜ放蕩息子の話なのでしょうか。これはいろいろな意味があるでしょうが、一番大きな意味は何かと言うと、到底、赦されることができないことをしでかしたということです。それを克明に明らかに説明するためにこのような設定をしました。最初から、2番目の息子は財産を「お父さんが死ぬ前に私の分をちょうだい」と言うこと自体からもうだめな人間です。それを持って家には二度と戻らないとさようならをし、家から出てしまったものです。また世の中に出ていき遊びに全部使ってしまいました。どんな遊びだったのか細かく書いていないのでわかりませんが、だいたい想像がつきます。今、現在だったらたぶんドラッグなどもやっていたかもしれません。とにかく、それを全部そのように使ってしまい、今はボロボロになっていて救いの余地がない、赦されることはできないことばかりをやってきた存在だという説明です。彼は「もう私は赦されることはできない。罪を犯したものだ。だめだ。私はやったことをはっきりわかっています。だから、受け入れられるはずがありません。資格もありません」と自分で思っているのは何かごまかすために自分でセリフを作ったわけではなく、本気で自分でそう思っているのです。本当にそうだから、それが当たり前だと思い戻ってきました。私たちも同じです。人は皆、今があるというのは今までの過去の上に今日立っています。皆、過去を持っています。その過去を私たちはいろいろなことをしながら、いろいろな経験、道を歩んでここまで来ました。その放蕩息子と同じことではありませんが、私たちは神の前で本当に赦されることのできない過去を持つ罪人です。この放蕩息子がやったことは常識的に考えたとき、またこの放蕩息子は悪い人間ですが、両親はまだ生きていて自分で良心的に考えたときにもこのようにしか思うことができないし、道徳や今までの伝統や教育、様々な倫理に基づいて考えたときにこの息子が考えたことは当たり前でこれが普通です。当然なことです。これに対してはこれっぽっちも疑う余地もありません。そのような思いを持って、これ以上何もないという思いで父親の元に戻ってきたのです。しかし、そこで父親はまだ息子が遠くにいるときに、まだ近づいていないときに息子を見つけました。家を出るときの息子と、今戻ってくるときの息子とでは全然、格好が違うでしょう。今はもうボロボロでひげもいっぱい生やしているかもしれません。私のようなひげではなくホームレスのようなひげです。違います。とにかくそういう格好で、家から出たときにはルンルンしながら出て行ったのですぐに息子だとはわかりづらいです。それにもかかわらず、父親は遠くから見て「息子だ」とすぐわかりました。というのは一日も息子のことを忘れたことがないということが想像できます。それで息子が近寄る前に父親の方から走って行き、息子を抱きしめ口づけをしました。それはあいさつの習慣だからです。これは息子はまったく予想だにしていない、常識の基準から見たときには考えられない反応です。倫理や伝統、人の良心から見たときには全く想像がつかない、考えられない態度です。でも、不思議なことに父親は抱きしめて口づけをしてくれました。これが父親の思いであり、これが父親の気持ちです。息子が戻ってきた、それが父親はあまりにもうれしくて、うれしくてそのような行動をとったのです。その息子さんはたぶんびっくりしたでしょう。まったく想像していなかった反応だったので戸惑いながら元々、当たり前に思っている準備していたセリフを吐き出しました。「お父さん。私は神に対して罪を犯し、またあなたに対しても罪を犯しました。もう私はあなたの子と呼ばれる資格はありません」と。そのあと「雇人の一人として…」と言わないといけないのに途中で、それは言うチャンスも許されません。「私はあなたの子ども、あなたをお父さんと呼ぶ資格もありません。もうそれは終わりました。本当は罰せられ殺されても仕方のない罪を犯した汚いだめな過去を持つ人間です。でも、もし許されるのであれば雇人の一人として」というセリフはまだ話していないのにお父さんは「何を言っているのか」と。父親はその息子が言うことにはああだ、こうだとは一言も言わないで、ひとことも反応を示さないで、つまり、まったく聞かないで気にしないで、たぶん聞こえなかったのかはよくわかりません。私個人的には聞こえなかったと思います。息子だと思ってうれしくて興奮して走りだし息子を抱きしめて口づけしているときに「お父さん。神に罪を犯しました。お父さん。私はもうだめです。お父さんと呼ぶ資格もありません」と言うのが聞こえなかったと思います。何か音はしたとしてもそれを聞こうとしなかったかもしれません。それでお父さんはすぐに、それには一切一言もコメントなどしないで22節を見るとしもべたちに言います。それに対してああだ、こうだと何も言及しないで「急いで一番良い着物を持ってきてこの子に着せなさい。それから、手に指輪をはめさせ足に靴を履かせなさい」と言いました。これが私たちの父親である真の神様、創造の神様の気持ちであり、創造の神様の心境であり、神様の愛であり、神様の思いであり、神様の権利です。つまり、人はいろいろな過去をそれぞれ抱えています。それが自分の意志で犯した過ちなのか、あるいは誘惑されそれに巻き込まれて犯してしまった罪なのか、いろいろなことがありますが、問題は父親の元に戻ったときに、つまり、私たちが神の御許に、主の元に戻って来られるのであれば、今までのどんな過去、過ちでも問題にならないということです。もっと正確に申し上げると私たちから見たときには常識、道徳のレベルから考えたときには、これは極刑にしないといけないものであっても、神様の方からはそれは問題にしません。私たちにとって問題にならないようになります。いつでしょうか。父親の元に戻ったら。神の御許に立ち返ってきたそのときに。そこにはいなくなった息子が、失われたたましいが戻ってきた、それをまた見つけ出した、取り戻したという喜びだけが残るところです。神様に立ち返ると。神の御前に戻ってきたときにはどんな過去でも、過去のどのような過ちでも一切問われないし問題にしないし、また問題でもありません。もっとわかりやすく申し上げると、どのような過ちでも、それがもし人を殺めたことであっても神の御許に戻ってきたときにはそれが全部、消されて消えてしまう、それほど残るのは神の御許に戻って来たという事実だけです。これがあまりにも大きいことなので過去、どのような罪、どのような過ち、どのような心配、弱さであってもそれが全部この中に隠れるのです。神の御許に戻って来たということがすべてです。それがすべてです。常識では考えられません。つまり、神の御許に戻って来た。神様の前に出てきた。神様に立ち返ってきた。真の神様と出会うようになった、そのときに常識も通じないし、良心の原理も道徳の基準も、伝統や倫理の基準などもまったく通じません。それによってこの息子が考えたように過去がああだ、こうだと言いません。息子が考えたことはごく自然な考えですが、そういったことが一切通用しない世界になるのです。お許しだけがあります。うれしくて喜んで抱きしめて口づけする、ウエルカムと言うこと以外には何も残りません。これが神様の御前に戻って来たということです。神の御前に戻ってくるということは過去のすべての過ちが全部消されて、問われないしコメントもしないし言及もしない、聞こうともしないし、神の耳には聞こえません。そういう意味で神様は馬鹿です。聞こえません。見えないのです。戻って来たその事実以外には何も残りません。それがそれほど大きいのです。
今日、礼拝を捧げている皆さん、神に戻って来た、神様と出会った、それがそれほど過去の過ち、すべての罪、すべての失敗を全部隠して消すことができるほど、それが一切問題視されないし、一切問題、テーマとして取り上げられることはない、全部消えてしまうほど、もっと正確に申し上げるとそれが祝福に変えられるほど神様の元に立ち返ったことは大きいということに気づいていただきたいと思います。これが約束です。皆さんの心の耳にはいろいろなことが聞こえてくるかもしれません。なぜでしょうか。神の、父の御許に戻って来たことが、それが消されるほど、それに対してイヤホンをかけるほど大きい祝福だということがわかっていません。すべてを消してしまいます。多くの人、すべての人はでしょう。意識するか意識しないかに関わらず、過去に泣き過去に笑って生きています。「私はもう過ぎた過去なので」と自信満々に言っていてもそんな人間一人もいません。どういう角度からでも影響を受けて生きていくようになります。その人の考え方、発想、趣味や傾向などすべてに影響するようになります。特にその人の過ちに対して影響されます。それを過ちではないと思うからそうならないわけでもないし、またそうでなければ罪責感や何かに引きずられて、ずっとそれが心の傷になるか、あるいは心のトラウマになるか、それに捕らわれて生きていくか、あるいはわざわざそれを何とか違うもので隠そうとして抑え込んで生きていこうかという反応を示すなどいろいろな形で現れます。全部、精神的な問題に発展します。それは解決になりません。それはなぜかというと、常識や良心や倫理、伝統などを基準にして考えるとそうならざるをえません。過去の過ちはそれで終わるものではありません。真の創造なる神様の元に、父なる神の元に戻ってくること以外にはありません。そうすると、その瞬間、それはすべて削除されます。残るのは「戻って来たのか」それ以外にはありません。それが福音というものです。
だから、問題はどのような過去、どのように生きてきたのかではなくテーマは神の前に立ち返ってきたのか、そうではないのかが問題です。それがいつもテーマです。父親の反応、父親の態度、これが罪人である人間に対する神様の反応です。これをとおして主に立ち返るとどのような過去の過ちも問題にならない、問題視しないということなので、主に立ち返ったときには今までのどんな過去でも過去を完全に断ち切って、過去から抜け出し解放されて、まったく新しい人生が始まるようになります。過去を引きずってそれを何とか３０％くらい入れぐちゃぐちゃにしてから新しい人生、違う人生ではなく、過去と完全に縁が切れ、まったく新しい人生です。この息子はそう思っていませんでした。でも本当はそうです。息子はそういうことを知らないできたのですが、父親の元に戻って来たということはそういうことなのです。過去は問われません。もう過去は終わりました。それを言葉を変えると「過去は終わった」と皆さんも言葉ではよく言っているのですが、それはつまり、過去とは関係ない、まったく祝福の新しい人生がそこにあるということです。まったく新しいことを自分自身に考えないといけません。彼の予想とは裏腹に父親は走って来て抱きしめ口づけをした。これをよくよく考えてみてください。

どのような過去を持っている人でも、どんな過ちを犯した人間でも神様に立ち返ると、父親の元に立ち返ると問題にならないどころか、そこには完全なる回復の祝福のみがあります。回復の祝福です。その父親は何も言及しないで、過去に対しては何も触れないで、いきなりしもべたちに言いました。指示しました。「一番良い服、最高の服を持ってきて着せなさい」と。当時、服というものは身分を象徴するものです。その服、最高の服です。回復です。だから、神様に立ち返ってきたときには過去はこれっぽっちも気にしないで何を気にすべきかというと、そこには回復の祝福のみがあるわけです。最高の身分として回復されました。それから、指輪をはめました。指輪は息子の象徴です。靴を履かせなさい。靴も同じ身分を現します。ぜひ覚えてください。神様に立ち返るとどのような過去を歩いてきたのか関係なく、その人には新しい身分としての回復の祝福がそこにはあるだけです。過去と全く関係ない、過去を引きずらない回復の祝福です。もう一度言います。最高のものとして回復されます。最高の服、最高の身分、神の子どもとしての身分を回復するようになります。雇人の一人として「私は罪人なのでだめです。こんな過去を持っているから」と言う人にもです。

昔、何回か申し上げた覚えがありますが、韓国の教会で青年部を担当しているときにものすごく熱心な青年の一人が、1年1回は必ず1、２か月どこかへ消えて戻って来たときにはもうボロボロなのです。それで、ある程度時間が経ちますと回復して一生懸命頑張ってまたボロボロになります。あまりにも熱心だったので幼稚科の教師をしていて、もう小学校の日曜学校の教師をしてほしいと言われてびっくりし真っ青になって「だめです」と断ります。おかしいなと思っていたある日、聖書の学びをしているときにそのような顔で来ました。それで「今日は学びと言うよりは私たちの小さいころの記憶とか、一番嫌な思いなどがあればお話ししましょう」と言い、一人ずつお話をしているうちに彼の番になり話し始めました。小学校1年生のとき病気で遅く入りました。まだ字が読めない段階で他の人はスラスラ読めるようになり、担任の先生が国語の時間に「本を読みなさい」と言われたようです。それでたどたどしく下手に読むと小学生だからわぁっと笑われました。そこで彼は傷になりました。それから家に戻って一生懸命勉強し、6年生にはトップになりました。でも、それから彼は小学1年生以上は相手にできないようになりました。あの担任の先生はわかっていながら私を馬鹿にするためにそうしたと思い込んで、人を助けるという思いは人生には無くなりました。私も助けてもらうことはないと。そのような人生を送っていてものすごく寂しいでしょう。でも、神の愛という話を聞いて教会に来てイエスさまを信じましたが、彼は感謝とともにこれから神学校に行き牧師になろうという思いがあったのですが、聖書を読むと「あなたの隣人をあなたみたいに愛しなさい」とあります。彼のレベルで「神様を愛しなさい」というのは大丈夫なのですが、必ず、「人を愛しなさい」と書いてあるそれが心に引っかかっていました。過去を引きずっていたのです。彼は後で話を聞きましたら、それがだいぶ癒され神学校に入り牧師になったそうですが、皆、何らかの形で過去と関わって影響を受けています。でも、私たちの気持ちの中ではすっきりと整理しないといけません。違うと。理由は一つだけです。神に立ち返って来たから。心理的に何かがあってではなく神様に立ち返ってきたということはそういうことです。それから、最高の身分に回復しているのです。
日本に来てある日本の教団の教会に協力宣教師として入って行ったときに、役員の一人がお知らせとか何かコメントするたびに、役員なので前に出て会衆の前で何かお話をするときに必ず言います。「私は中卒で今トラックの運転をしています。あまり自慢できるものを持っていない人生ですが、神様の恵みによってここまで来てこのように皆さんの前でこういうことができて心から感謝しています」と。私はものすごく良い信仰かと思いました。でも毎回出てお話をするたびにそれを必ず言います。「私は中卒でトラックの運転手をしているものですが恵みをいただいて…」と。あの人はあの過去から今自由になっていないと感じました。皆、そのようなものがいろいろあります。でも、覚えていてください。父親の元に戻ったのであれば、私たちが神様の御許に戻ったのであればその過去はもう終わりです。聞こうともしない、一切問われません。常識のレベルでは大きい小さい過ち、いろいろな程度がありますが一切関係ありません。そこにはこれしか残りません。回復の祝福、しかも神の子どもという最高の身分です。いつからでしょうか。戻ってきてこのお父さんが「そうか。これからは雑用などいろいろして反省しながら、ある程度様子を見ながら」と普通はそう言うのですが一切ありません。戻って来た途端、戻って来たことがすべてなのです。途端に最高の身分に回復されます。これが神の御許に戻ってくるという意味であり、その祝福です。つまり、どんな過ちを犯して、どのような汚い、険しい過去を歩いてきたとしても、それが私たちの頭の中に鮮明に残っていたとしても、それから、正直今まで意識的、無意識的にそれに影響を受けたとしましょう。そういうことであっても覚えていてください。神の前に立ち返って、神様の前に戻って来た途端、その瞬間、その過去は問われません。過去はもう消えてしまいました。そこに残っているのは指輪をはめ、神の子どもになる特権、あなたは神の神殿であることをわかっていないのか。あなたはこの世の中で一番尊い存在ですよと。あなたは祝福の者です。最高の身分です。しかもあなたがたは世の光です。世の塩です。その身分の回復だけが残ります。戻って来た最初からです。多くのクリスチャンが神様に立ち返ってきて、ある程度、いろいろ時間が経ってから何かがどうなると思うのですが、それは普通の道徳です。福音はそうではありません。戻って来た途端です。もう一度申し上げます。常識では許されない、人を殺めた過去がある人でもその瞬間からそれは終わりです。その人はその瞬間から最高に祝福された神の子どもの身分として回復されます。それが神様に戻ってくるということです。もう一度言います。問題はどのような過去、今現在どんな立場なのかではなく、本当に神の御許に戻って来たのか、立ち返って来たのか、そうでないかが人生の、この地球のテーマです。皆さん、神様に立ち返って来たのでしょうか。真の神様、創造の神様、私たちのためにひとり子も惜しまず十字架に引き渡されるその愛の神様、福音の神様の前に戻ってきてその神様の前に立ち返ってきたのでしょうか。神様とまた出会ったのでしょうか。そうすれば皆さんの過去は一切終わったのです。どんな過ちでもこれっぽっちも意識しなくてもよいです。それに捕らわれる必要ありません。逆にそのすべてを全部消して一つだけに集中するようにしましょう。どのように回復されているのか。最高の身分、最高の祝福の存在として回復されている、それにすべての神経を注いでいただきたいと思います。汚い過去を持っていたとしても、今現在、様々な問題を抱えていたとしても関係ありません。問題は神様と出会ったのか、神様に立ち返ってきたかどうかなのです。皆さん、神様の元に戻って来たのでしょうか。自信ないでしょうか。そうでない方はまず神様に戻ってこないと、立ち返って来ないといけません。私たちは罪を犯して神の元を離れこの世の中を自分勝手に歩んで、ときには偽物の神を、悪霊に仕えることも知らないまま、悪魔に仕えることも知らないまま、偶像崇拝しながら宗教を追い求めたり、様々な暗い失敗を繰り返す人生を送ってきました。神様から離れているからです。神様から立ち返って来たのでしょうか。その証拠、それを確信できるのは神に出会う道は唯一イエス・キリストしかありません。「わたしは道であり真理でありいのちなのです。わたしをとおしてでなければだれひとり父のみもとに来ることはありません」だれでもイエス・キリストを信じる者、イエス・キリストを呼ぶ者は神様に立ち返ることができます。神様に戻ってきて、神様と再会し、神様と出会って神様と一緒になっているはずです。他には道がありません。滝の下で修業しても神様に戻ることはできません。自分の体を燃やして貧しい人のために捧げたとしても神様に戻ることはできません。イエス・キリストしかありません。だれでもイエス・キリストを信じる者は、イエス・キリストを救い主として、神に出会える道として信じる者は神様に出会うようになります。今日の聖書の箇所にあるように神様が先に私たちの方に走ってきて私たちの中に入って来られます。イエス・キリストを信じ受け入れた皆さんは気持ちなどに左右されないで、今までの基準、ルールなどに左右されないで福音に立ってください。神様に戻って来た。イエス・キリストを信じましたことより大きいことはありません。その中ですべての過去、過ちは全部消されます。残るのは神の子どもとしての最高の祝福の身分、回復された身分以外には何も残りません。それだけ考えればよいのです。それだけに神経を集中してください。そうすると、このことが見えてきます。その確信を持ったときに見えてきます。お父さんが言います。「肥えた子牛を引いてきてほふりなさい。食べて祝おうじゃないか。それから彼らは祝宴を始めた」と。本当に私たちが神の子どもとして身分を回復している者であれば、条件は一つしかありません。他に条件はありません。神の戻って来たことだけです。言葉を変えますとイエス・キリストを信じたことだけです。イエスさまがキリストですと告白できたその瞬間から過去はもう消え去りました。過去の亡霊に捕らわれて振り回されないように、回復された祝福の身分だけにこだわるようにしましょう。

そうすると見えてきます。「なるほど、神に立ち返ってくると、イエス・キリストを信じて救われたそのときからは残りの私の人生は祝宴、楽しいパーティが用意されているだけなのですね」。それが神様に立ち返ってきたときに見えてきます。皆さんの残りの人生は何があろうと関係なくすべてが祝宴であり、すべてがパーティです。世の中の人は理解できない、世の中の楽しみや喜びなど、世の中の自慢などとは比べることのできない祝宴です。神の国のパーティがそこには用意されている、それが見えてきます。パーティは何を用意すればよいでしょう。自分が用意するものではなく、父親が、神様が用意しているパーティなのでその中に入って食べて飲んで楽しめばよいのです。神様に立ち返ったときに過去が終わるだけでなく、最高の身分に回復されます。そして、残りの生涯、今までのように何を食べるか飲むか心配したりねたんだりの人生ではなく、神の国の用意されている大きな祝福、パーティを存分に楽しんで味わうものです。これから残りの人生、神の祝宴、神のパーティを楽しもうじゃないか。味わおうじゃないかということを心がけていればよいです。戻って来たそれだけが父親の喜びです。これが神様の喜びです。そして、周りの喜びでもあります。そして、放蕩息子の喜びです。
放蕩息子はその喜びを持ってやるべきことは一つしかありません。決断です。今までは世の常識の、自分なりのセリフを覚えていました。それを全部捨てる決断。それから、人間的、常識的に見たときは図々しいかもしれませんが、福音が先なのでそういうことに一切かまわないで決断します。神が用意されているパーティ、そのパーティを自分のパーティとして喜んで味わおうという決断です。疑わないで味わおうじゃないか。これが決断です。皆さんがイエス・キリストを信じた瞬間、実は神様に戻って来たことです。そのときに神の子どもとして永遠に変わらない最高の祝福の身分に変えられました。その皆さんにはすでに天にある霊的なすべての祝福が与えられて用意されているし、それを全部まとめると、これらのことはあなたがたが今までテーマにし心配し悩んでいた、頭を悩ませ複雑になっていたそれらのことをあなたがたは知らなくて良い、それが決断です。オンリー聖霊が臨まれると力を受けて、そのパーティは私から始まってエルサレム、ユダヤ、サマリヤの全土、地の果てにまで広まるようになります。そのパーティが用意されています。聖霊の力が現れて、神の御業を拝見するようになり、死んでいたたましいが立ち返って来るようになり、現場の文化が変わるようになり、そのような天の御国が臨まれるパーティが用意されています。天使が動いて手伝って奉仕するようになり、私たちが行く所々において信仰を持ってイエスの御名を呼ぶと暗闇、サタン、悪霊の力は縛られ砕かれるパーティが用意されています。天の御国のパーティ、それだけに私たちはこだわって集中すればよいのです。皆さんなんと感謝でしょう。礼拝、これもパーティの一つです。神様は御言葉のパーティも用意されています。そのパーティを見逃さないでください。もったいないではないでしょうか。
一つのことだけ、これからイエスさまを信じている神の子どもは一つだけこだわればよいです。神のパーティ、それに積極的に参加し、自分のパーティにしましょう。どんなにすごいパーティを用意されていてもそこに参加しない限りはお腹すいたままです。全部自分のパーティとして、礼拝も神様が用意されているパーティです。御言葉が語られたときにもこの御言葉が御言葉というパーティです。それ全部を持って一人一人個人的に祈りの時間を持って、祈りの中でパーティを味わう、楽しみにしてください。祈りのときには、まず神様が神の子どもに用意していらっしゃるそのパーティのものすごいメニュー、たぶん、それはバイキングだと思いますがそういうことをいろいろ思い出して、「あれもある。北京ダックもキャビアもある」と。ここに神の子ども、導きの祝福、現場の祝福があり、未来もすべてそのパーティによって用意されているのではないでしょうか。世界の隅々まで神様がパーティを用意されていらっしゃいます。そのパーティのために私たちが苦労しなくてもよいのは天の軍勢を動員し、そのパーティを運営していらっしゃるから大丈夫なのです。パーティを楽しむ、パーティを味わう、すべてをパーティと考えてください。そういう意味ではエンジョイと言う言葉もよいと思います。ちょっと下品な意味を除いては。「戻って来た放蕩息子」というタイトルを別に変えますと「主に立ち返るならどうなるでしょう」。それがそれほど大きいことで、人生を根本からひっくり返してすべてを変えてしまうことです。新しく生まれることです。先週も申し上げましたようにいろいろなことがあるでしょうが、まずトップニュースとしてイエス・キリストを信じました。「イエスがキリストです」とこれをいつもトップに持ってくるように心がけてください。それより大きなことはありません。全部がその下です。そこで自分自身を発見し、新しい最高の自分をそこで発見してください。皆さんの中にある暗い思いを全部拒否してください。今朝も民数記を読みましたが神の子どもにはのろいの言葉などはもう動けません。神の子どもは祝福の言葉だけに耳を傾けて、呪いの言葉は入ってこないように神様が守っていらっしゃいます。そのような存在です。バラムと言う預言者にイスラエルをのろうように敵の王様がお願いしたときに、神様が「彼らは祝福された者だ。その祈りは絶対だめだ」とおっしゃいました。それが神様の子どもです。だから、祝福のことだけを考えてください。パーティを。人間的に良いことばかりという意味ではありません。苦難も祝福になるのです。パーティが残っています。恵み以外にありません。すべてを働かせて益となる存在です。神様のパーティを味わいましょう。皆さんを捨てて聖霊の豊かな祝福、神様が用意されているものを味わってそれを求めてください。このメッセージが本当ならば、この1週間静まって本当に真剣に皆さん個人、個人のいろいろな過去があるでしょう。過去と言う言葉ではありません。特に嫌な忘れたい過去は忘れる必要はありません。もう終わりです。それに離別、さようならを具体的に宣言してみてください。皆さんの過去、特に過去の過ちに対して具体的にイエスの御名によって離別宣言して行きましょう。
それから、イエスさまを信じましたこの事実のみに神経を集中するようにしてみてください。そこで回復されている身分をこれっぽっちも疑わないで、子どもとしての祝福を存分に楽しみ味わうように心がけましょう。そのことによって皆さんの頭の中に希望にあふれる思いだけで満たすようにしましょう。そうでないものはどんなにそれが事実であってもそれは正解ではありません。神の子どもにはふさわしくありません。それは常識が基準であり、律法が基準です。今日はコメントしませんが長男はまじめであまり過ちを犯していない長男ですが律法です。律法の目で見るとお父さんのやることはまったく理解できません。そうならないように希望の思い、祝福の思いでいっぱいにしましょう。

今年の元旦のメッセージをもう一度思い出して、個人の祈り、教会のための祈りを回復しましょう。教会は用意されているパーティ会場ではないでしょうか。皆さんの現場もパーティ場です。現場の祈り、こういういのりをぜひ回復していただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































愛する天の父なる神様。ありがとうございます。放蕩息子が考えていたこと、長男が考えていたこと、それはすべて実はあてにならないものであり、神様はそうではありません。戻って来たことだけで、イエスさまを信じたことだけで、すべての過去を消して新しい最高の祝福を回復して、それからその祝福を存分に味わい、世界を変えることができるパーティを用意していらっしゃることを確認しました。そのことを約束として握って信仰を持って味わうことができるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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